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A－22　　　　 炊飯 の最-A 容 量･てっ ヽヽ r

福l司夕 子大 家政　 申 好和i　 ニ木 東 子　0  尤 八 元子

目 的　 ≪.東. 炊飯・ 啄 に，i .炊 飯 器客 舎 の3 劃 炊3  t--兼i  ゐ ，・し ‥ と ，・幻 れ マ3  た.

そこで 私達 孔　 家虎 用 白動#･■ス炊 飯 蕎i  岡卜r  .   炊i  Xｰ り米飯 り奪董i  食 味の ，(i脊I

蹟討 し.    'i:お-     .' つ/n 釜 月･こみ'T る部 伍向 の 食"A  ,こり"・てま* ≪･ あ る*ヽ石*ヽ£硬 汀 しft．

刄瓜　 几軟t  べ3  出 求 エ ■) 家飯 の島量 と 拓が 彭 が彰 のJ- 段 盾 ，こ分ﾘ ’， 蚤客量 に お 丁

る炊飯 の東虚 粂 件i 、 ４凭 よ ゛直交配 列 表 に 疵丿.   援点 ほ にj: ,   て 求ごめ 艮.   次に.   汲

tin  f: 炊 叙 粂什7-  政 ‥fc 各 容 量 の求顧 £ ／ぢj;L軟 ぼ,にド レ　 総 奮的 食 味評 価I  行･J

，k'.    ? ら に%  と与 島f の炊飯,こっ ‥f  ほ.   食味 評 価 の躇 認t  共 に.   歴 内 ．部 法的y ’

食味tc 軟f  T るre め，^ n;･ 弁J^ 申 下.    f-肌弁 £.甲f の ぶr 所 の米飯 にっ‥ て採&,; ゑ,に

i 'I 総 香的 食眼 評価i 行･i ， た． まre. こ れ ら の官装 検熹 と のifl係 £ みる た.(り， 客総

子スiヽと し て.　£ 外線 水命 計,こJ: る£ 水沢 匙 の経 時 的 測t  .    太身 含 量i  米飯 紅 ダ）1 末

に対 ずる 体耕 噌 加PL  ,    粘弾･|£.   細 胞組 織 のat.　It  虎・J^ 孤 島I  の^･1 il £ 忖にa.

結果　 官能 狼 素一-  R  仔～与 奪 董 の炊飯r ヽa. 凌 味評^  にt-; のえ 険 率 で゚  ̂志･の左

r｀みら れ.    li 肉 稚えi: よるt.     ぬゑよ'] 果報 ． 奪f  に 灯 了るお ，・し?  ^）･!S 菰 と し マii.

な いi なり 審量r.　%  t  り^丿&いこI  志 の 差r･ みら れf;.    R）I 歴内・ 弁 位的･t 嫁に 軟 で

ほ.    両M   t i    I   '/･ のM  険 拳r 顧& 和 こM  £r ）泉ヵヽ ･みら紅.    S. 同 罹えI  い ハ ＆t こ ろ，

/2`般 的 に 甲 。< 獅f  ■レt 肌・f ．,･h ‥ じく.    ず 心舒 の鳶 ，ヽ ･瞰 う*  了゙ ,ヽ 傾 向 ≫v≒h ら れ 瓦.

l fc .   ふ 部 他i  れr ’れ の食眼 辞 価i  俘.   与 客量 炊飯 にっ･ヽて只二靫 丁ると.    前t  乙ハ才e--

後i  ぶ･』名 高‥ 傾向 £,f.しre.  ,'l-総 的 剛え に っ‥ てV  ,      ' べ らV ・ヽ 相i.  ダ みら れfこ．

A－23   米飯りｲ5 存 中 に おIt  ^ ぺ化 度 の低T  に つり て

山 口 大赦 育　　　　　　　 〇　 桜 井 ド'-> 3-　　　　 中付真 紀

回的 炊飯 後 の米飯 は, 葎 存時間 の社 過 に よ っ て凶 兆/S. グt"  のよ バこ衷化 す-5 iiヽ I.

電 子ジ ャ-　 ご飯 ジ ャ二　n 然故 置， 識 藻 保 存の 多種 頼 にっ・ て曳験 いﾗ つ祀

方 法　 供 試 衷 ：市販 徳 用よヽ 米 炊飯 器こ具：SR. 一如)R./ むv  ― 600 w     回 ～/.B Ji客 ナ ソ

・ﾅﾉﾚ 電 気 炊飯 暴 保 存器 具:D 冗 型 一 封 タイij'一印 電 ｝ ジ ャ ー遥 祢 瓦 きた･^． 及，

び 仙A  -  タ 象印 ご灘 ジャ ー迪称 衝 を用い， 自吏獣 呈 暮 春 に ご廊,ジ ャ ー の ＼力部 塞 仮

に布 巾 を覆 った。 喊 咀繰 爆 は冷歳々 哨采 配 八r,　 ザ ラン ラッ7
，l 限

った テ ラスチッ

プ漱－ － り 司いた。 実 映方 拡 ： 米釦リ をS  回 水 遭･ ，/｡ 夕倍重量 の水 道 火 と加k. てjo 小

関 水浸後炊飯 した。 通 言 絆問z^ 今砥　 ば今問t ヽら 乙だ僕 ， 手早 くヵヽ ろくま七 て差れ ぞ

れ 卵 薯存岑 暴 に移 し取 った 七・りの中矢部s 試 粁h  した， 実晩 古註 はウり レ シュ_テ ッ ク

二　y  ， －デ' }i-聡̂ 美 いト ノジ ーア ヌヽター 七 如と鴻 によ っ て行 った。

結 粟　 炊飯 直 後 。恥飯,1  Oく化 度 ％.(>陪V.     これ 苫電 ヂジ。-  にx  ／時 間碍 存後 に^:知

％．3 時 間 後It  政タ？％。　ぶ時 備 後 は 貿 ’!%　/ り 樋卜'■k.ii ?i.，・％ に俄 下レだがI-     内外 太

度/i 何 れも?s い･ あ 。た*         I.･飯` じ ヤ一T-  it I 時 間実 印 ぶ ，3 時 哺 後 貿′3 幌　 Ｄ

後 腿n  院/ｸ 時 間後 ぶ・^ヽ %　 咎然 放呈T"  it 室 通,2政 上ごC    I-   ／時μj後 匹 ﾀﾞ乙 了時 問

後 以n 沁｡ ／oaﾁ可決 か な§r･,     ごの ／ク糾ﾉ野獣£ 浚 え/:  えタ呼聞 あ- I,   た ものIt   タ/.り耽 え

/-,こ れ を/四 あ･け ぱ3 以 み £r- った 。 冷 蔵滓/力I' 四 恥 抑 乖存r づi，ﾑﾌ 時 局 肯然 試 霊

ぞ£i °C   の庫 内I- ズ'i-   時 開入 れtx  そ のぱ/S.z3芦t･ ， こ れi  え 仁 ／13   為･ " 戸丿 易合/"  ̂/0,/0％

と4民下 した.


